
  

 

 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

     
 

           

父
、
頼
本
雅
雄 

私
の
父
、
頼
本
雅
雄(

1897(

明
治
30)

年
～
1962

(

昭
和
37)

年)

は
、
愛
媛
県
伊
予
市
の
出
身
。

大
工
の
棟
梁
を
し
て
い
た
叔
父
小
笠
原
秋
吉

の
影
響
を
強
く
受
け
、
建
築
を
学
ぼ
う
と
志
し

上
京
。
昼
は
株
式
会
社
松
本
組(

現
松
本
建
設

株
式
会
社
）
で
働
き
、
夜
は
東
京
工
科
学
校(

現

東
京
工
業
大
学)

建
築
科
で
学
ぶ
こ
と
に
な
っ

た
。
学
生
と
し
て
学
ぶ
身
で
あ
る
父
が
最
初
に

携
わ
っ
た
仕
事
は
、
霞
ヶ
浦
海
軍
航
空
隊
に
ド

イ
ツ
か
ら
移
送
さ
れ
た｢

押
収(

欧
州)

格
納

庫｣

を
組
み
立
て
る
現
場
の
監
督
で
あ
っ
た
。 

 

1924(

大
正
13)

年
３
月
に
卒
業
す
る
と
、
そ

の
ま
ま
松
本
組
に
就
職
し
、
熊
本
第
六
師
団
偕

行
社 

(

1931(

昭
和
６)

年
の
陸
軍
特
別
大
演
習

の
際
に
は
大
本
営
と
な
っ
た
。)

 

改
築
工
事
、

朝
鮮
総
督
府
鉄
道
局
図
們
線
敷
設
工
事
、
陸
軍

平
壌
兵
器
本
廠
建
設
工
事
に
従
事
し
、
1934

年
か

ら
終
戦
ま
で
は
、
建
築
技
師
と
し
て
、
朝
鮮
窒

素
肥
料
興
南
工
場
の
火
薬
工
場
を
は
じ
め
、
多

く
の
工
場
の
建
設
を
手
掛
け
て
き
た
。
こ
の
朝

鮮
窒
素
火
薬
工
場
製
造
の
固
形
燃
料
を
ロ
ケ

ッ
ト
推
進
用
に
使
用
し
た
の
が
、
人
間
爆
弾

「
桜
花
」
で
あ
る
。
一
方
、
液
体
燃
料
は
、
国

産
初
の
ジ
ェ
ッ
ト
戦
闘
機｢
橘
花｣

の
燃
料
と

し
て
使
用
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
、
1945

年
８
月
７

日
の
木
更
津
海
軍
基
地
で
の
初
飛
行
に
成
功

は
し
た
も
の
の
敗
戦
と
な
り
、
惜
し
く
も
使
用

さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。 

 

重
化
学
工
業
都
市
興
南 

 

【
北
朝
鮮
咸
鏡
南
道
】
興
南
【
現
咸
興
市
】

は
、
20
戸
ば
か
り
の
草
葺
き
の
民
家
と
小
さ

な
名
ば
か
り
の
漁
港
と
が
あ
る
だ
け
の
寒
村

に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
1927(

昭
和
２)

年
か
ら
、

日
本
の
新
興
財
閥
で
あ
る
日
窒
コ
ン
ツ
ェ
ル

ン
(注)

が
、
鴨
緑
江
の
本
・
支
流
に
世
界
有
数

の
大
発
電
所
を
建
設
し
、
そ
の
豊
富
な
電
力
を

背
景
に
、
硫
安
・
油
脂
・
火
薬
・
電
極
・
非
鉄

金
属
な
ど
の
大
化
学
工
場
群
を
建
設
し
た
。
更

に
、
朝
鮮
窒
素
肥
料
な
ど
10
社
を
超
え
る
日

本
窒
素
肥
料
の
子
会
社
や
関
連
会
社
が
設
立

さ
れ
、
工
場
総
面
積
は
600

万
坪(

1980

万
㎡)

に
及

ん
だ
。
そ
れ
ら
の
設
備
の
持
つ
能
力
は
、
水
電

解
で
は
世
界
第
１
位
、
硫
安
生
産
で
は
50
万

ｔ
で
世
界
第
３
位
、
と
ア
メ
リ
カ
のT

V
A

と

比
肩
す
る
世
界
屈
指
の
大
化
学
コ
ン
ビ
ナ
ー

ト
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
興
南
は
朝
鮮

第
一
の
重
化
学
工
業
都
市
に
な
っ
て
い
っ
た
。

更
に
、
工
場
・
倉
庫
・
事
務
所
は
勿
論
、
従
業

員
の
住
宅
か
ら
学
校
・
病
院
・
役
場
・
集
会
所
・

警
察
署
に
至
る
ま
で
の
、
完
全
な
街
づ
く
り
が

行
わ
れ
、
従
業
員
は
４
万
５
千
人
、
そ
の
家
族

を
含
め
た
総
人
口
は
18
万
人
に
達
し
て
い
る
。

当
時
の
小
学
校
の
地
理
の
教
科
書
に
は
、｢

東

洋
一
を
誇
る
化
学
肥
料
工
場｣

と
記
載
さ
れ
て

い
る
。 

  

興
南
龍
城
公
立
国
民
学
校 

 

私
は
、
1941(

昭
和
16)

年
４
月
１
日
、
興
南

龍
城
公
立
国
民
学
校
に
入
学
し
た
。
こ
こ
は
、

1944(

昭
和
19)

年
当
時
、
朝
鮮
随
一
の
設
備
の
整

っ
た
学
校
と
言
わ
れ
、
朝
鮮
各
地
の
教
育
関
係

者
が
視
察
に
来
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ

の
こ
と
は
、
当
時
の
校
長
や
担
任
か
ら
も
よ
く

聞
か
さ
れ
た
。
こ
の
学
校
と
隣
接
の
興
南
高
等

女
学
校
と
は
、
急
増
す
る
日
本
窒
素
肥
料
関
係

者
の
子
弟
の
た
め
に
特
に
設
立
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
日
本
窒
素
か
ら
の
特
別
な
手
厚
い
配

慮
が
随
所
に
窺
え
る
。
校
舎
は
、
鉄
骨
煉
瓦
造

の
２
階
建
で
、
全
館
ス
チ
ー
ム
暖
房
で
あ
っ
た
。

私
は
昭
和
16
年
12
月
、
早
朝
で
教
室
が
ま
だ

暖
ま
っ
て
い
な
い
時
、
こ
の
ラ
ジ
エ
ー
タ
ー
の

上
に
凍
え
そ
う
に
な
っ
た
足
を
載
せ
て
、
友
達

と｢
大
東
亜
戦
争｣

緒
戦
の
戦
果
を
語
り
合
っ

た
こ
と
が
あ
る
。
暖
房
は
、
便
所
に
ま
で
設
置

さ
れ
て
い
た
と
思
う
。
と
言
う
の
は
、
１
階
東

の
便
所
に
は
、
校
内
美
化
係
で
担
任
の
森
田
敏

枝
先
生
が
、
青
色
の
ポ
ス
タ
ー
カ
ラ
ー
で
苦
労

し
て
書
か
れ
た｢

便
所
は
心
の
鏡
で
す｣

の
文

字
が
、
ス
チ
ー
ム
の
た
め
に
滲
ん
で
い
て
、
気

の
毒
な
気
が
し
た
の
を
覚
え
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
ポ
ス
タ
ー
カ
ラ
ー
も
入
手
困
難
に
な
っ

て
い
た
の
で
、
家
に
あ
る
人
は
持
っ
て
き
て
ほ

し
い
、
と
先
生
は
言
っ
て
お
ら
れ
た
。
学
校
の

窓
は
全
部
二
重
窓
で
、
こ
れ
も
防
寒
の
た
め
で

あ
っ
た
。
２
階
中
央
の
100

畳
ほ
ど
も
あ
ろ
う
か

と
い
う
広
い
裁
縫
室
も
、
気
持
ち
の
良
い
教
室

で
あ
っ
た
。 

 

戦
時
中
の
食
糧
難
時
代
、
昭
和
19
年
秋
の

遠
足
で
は
、
弁
当
の
検
査
が
あ
っ
た
。
弁
当
箱

の
真
ん
中
に
梅
干
し
を
１
個
だ
け
入
れ
、
お
か

ず
は
一
切
入
れ
な
い
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
日
の

丸
弁
当
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
は
一
切
禁
止
と
い

う
厳
し
い
遠
足
で
あ
っ
た
。
母
が
、
そ
れ
で
は

か
わ
い
そ
う
だ
、
と
ア
ル
マ
イ
ト
の
小
さ
な
お

か
ず
入
れ
に
、
そ
の
当
時
は
貴
重
品
で
あ
っ
た

缶
詰
の
大
和
煮
の
鯨
肉
を
少
々
入
れ
て
く
れ

た
が
、
出
発
前
の
弁
当
検
査
で
、
担
任
の
森
田

先
生
か
ら｢

頼
本
さ
ん
、
そ
れ
は
い
け
ま
せ

ん
！｣

と
持
参
不
許
可
と
な
っ
た
。
遠
足
終
了

後
、
弟
吉
伸
と
２
人
で
裏
山
へ
上
り
、
持
参
を

許
さ
れ
な
か
っ
た
弁
当
の
残
り
を
食
べ
た
。
そ

の
時
、
遙
か
彼
方
に
連
浦
飛
行
場
が
見
え
た
が
、

飛
行
場
に
飛
行
機
は
１
機
も
見
え
な
か
っ
た
。

海
軍
航
空
隊
は
全
機
が
移
動
し
て
い
た
の
で

あ
る
。 

 

学
校
の
朝
礼
で
は
、
皇
国
臣
民
の
誓
詞
を
そ

の
都
度
、
朗
誦
さ
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
昭
和
12

年
、
皇
国
臣
民
と
し
て
の
自
覚
を
促
す
べ
く
、

朝
鮮
総
督
府
が
制
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
内
地

で
は
無
用
で
あ
っ
た
。
元
は
と
言
え
ば
、
朝
鮮

人
に
日
本
人
と
し
て
の
自
覚
を
促
し
た
も
の

で
あ
る
。
児
童
用
の｢

其
の
一｣

、
大
人
用
の｢

其

の
二｣

の
２
種
類
が
あ
っ
た
。
早
朝
、
駅
の
ホ

ー
ム
や
工
場
な
ど
か
ら
は｢

一
つ
、
わ
れ
わ
れ

臣
民
は
！｣

と
い
う
大
人
用
の｢

其
の
二｣

を
高

ら
か
に
朗
誦
す
る
声
が
、
あ
ち
こ
ち
か
ら
聞
こ

え
て
き
た
。 

 

皇
國
臣
民
の
誓
詞(

其
の
一) 

 

一
、
私
共
ハ
大
日
本
帝
國
ノ
臣
民
デ
ア
リ
マ
ス 

 

二
、
私
共
ハ
心
ヲ
合
セ
テ
天
皇
陛
下
ニ
忠
義
ヲ
盡

シ
マ
ス 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

三
、
私
共
ハ
忍
苦
鍛
錬
シ
テ
立
派
ナ
強
イ
國
民
ト

ナ
リ
マ
ス 

令和元年５月２１日 

茨城県立土浦第一高等学校 
進修同窓会旧本館活用委員会 

ＨＰ http:www.sin-syu.jp/ 

第１２３号 

号 

 

号 
戦時下の小学生４ ～朝鮮 興南龍城公立国民学校 ～  
1910(明治43)年から1945(昭和20)年まで日本領であった朝鮮に

は日本人学校が設けられ、現地に進出した日本人の子弟に対する

教育が行われていました。今号では、朝鮮で生まれ、小学生時代

を現地で過ごされた頼本冨夫氏の著書『忘れ得ぬ あの日 あの時 

～敗戦 ｜ 北朝鮮・興南からの脱出～』から抜粋して、朝鮮での国

民学校生活などを紹介します。 

文中の【 】内は筆者による注記です。 

 

 

月刊 
（土浦一高・土浦中学とその周辺の物語） 

昭和 16年入学の１年桜組(担任小久保先生) 

 前列右から６人目が頼本冨夫氏 



  

 

                  

勤
労
奉
仕 

 

頼
本
冨
夫
『
授
業
を
割
い
て
勤
労
奉
仕
』(｢

龍

城
友
の
会｣

第
３
号
所
収)

1971(

昭
和
46)

年
９
月
26
日
記 

 

昭
和
20
年
度
、
私
た
ち
興
南
龍
城
公
立
国

民
学
校
の
５
年
生
男
子
は
、
４
月
か
ら
週
に
１

度
、
朝
か
ら
窒
素
肥
料
工
場
へ
勤
労
奉
仕
に
出

掛
け
た
。
学
校
の
玄
関
に
は
、｢

大
東
亜
戦
争

完
遂｣

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。

学
校
の
授
業
も
、
体
操
の
時
間
は
手
旗
信
号
の

練
習
、
音
楽
で
は
ピ
ア
ノ
の
鍵
盤
の
音
に
合
わ

せ
て
モ
ー
ル
ス
信
号
を
暗
記
し
た
。
運
動
場
は

開
墾
さ
れ
、
キ
ャ
ベ
ツ
や
馬
鈴
薯
が
植
え
ら
れ

て
い
た
の
で
、
鍬
を
取
る
日
も
多
く
、
そ
の
上
、

運
動
場
の
隅
々
に
は
空
襲
に
備
え
て
待
避
壕

(

タ
コ
ツ
ボ)

を
造
っ
た
の
で
、
そ
の
穴
掘
り
も

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
学
習
と
勤
労
奉

仕
が
半
々
と
い
う
状
態
で
、
そ
の
上
に
避
難
訓

練
も
あ
る
。
興
南
で
の
昭
和
20
年
度
は
、
落

ち
着
い
て
勉
強
を
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。 

 

私
た
ち
男
子
は
、
天
機
里
の
窒
素
肥
料
工
場

へ
叺(

藁
筵
を
２
つ
折
り
に
し
た
袋)

の
縄
通

し
に
度
々
出
掛
け
た
。
目
が
痛
く
な
る
ほ
ど
の

強
い
ア
ン
モ
ニ
ア
ガ
ス
の
中
を
潜
り
、
薄
暗
い

工
場
で
の
仕
事
は
何
と
な
く
小
学
生
の
私
に

は
不
安
で
あ
っ
た
。
直
径
４
㎝
、
長
さ
25
㎝

く
ら
い
の
先
の
尖
っ
た
鉄
の
パ
イ
プ
を
叺
に

突
き
刺
し
、
そ
の
パ
イ
プ
の
中
へ
縄
を
通
し
、

叺
の
口
が
閉
じ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
お
く
作

業
で
あ
る
。
尖
っ
た
パ
イ
プ
と
は
言
え
、
袋
状

の
叺
へ
一
気
に
刺
し
通
す
と
い
う
の
は
、
な
か

な
か
体
力
の
要
る
仕
事
で
あ
る
。
あ
ま
り
体
の

大
き
い
方
で
は
な
か
っ
た
私
な
ど
は
１
日
50

枚
の
予
定
が
、
初
日
に
は
半
分
く
ら
い
し
か
で

き
な
か
っ
た
。
手
に
で
き
た
マ
メ
に
硫
安
が
沁

み
込
ん
で
、
ヒ
リ
ヒ
リ
痛
む
。
見
か
ね
た
引
率

の
塚
原
先
生
が
、
舟
場
君
と
い
う
体
の
大
き
な
、

ク
ラ
ス
で
は
腕
白
の
名
の
高
か
っ
た
男
子
に

手
助
け
を
命
じ
、
や
っ
と
ノ
ル
マ
が
果
た
せ
た
。

や
が
て
昼
食
に
な
る
と
、
大
豆
粕
入
り
の
に
ぎ

り
飯
と
糠
蝦(

ア
ミ)

の
塩
漬
が
出
る
。
飯
を
家

か
ら
持
参
す
る
の
は
許
可
さ
れ
な
か
っ
た
が
、

お
か
ず
は
自
由
だ
っ
た
。
私
は
持
参
し
た
卵
焼

き
を
舟
場
君
に
進
呈
し
た
。
終
戦
も
間
近
に
な

っ
た
頃
、
こ
の
肥
料
工
場
行
き
は
中
止
に
な
っ

た
が
、
そ
の
時
の
報
酬
は
、
日
の
丸
扇
の
マ
ー

ク
が
入
っ
た
チ
ッ
ソ
石
鹸
１
個
だ
っ
た
。 

 

松
根
油
採
集
の
た
め
の
松
根
掘
り
も
思
い

出
の
１
つ
で
あ
る
。
場
所
は
忘
れ
た
が
、
こ
れ

も
天
機
里
の
奥
の
方
だ
っ
た
と
思
う
。
重
い
ス

コ
ッ
プ
を
肩
に
、
板
１
枚
の
一
本
橋
を
渡
っ
て

行
っ
た
。
途
中
あ
ま
り
に
喉
が
渇
い
た
の
で
、

私
は
初
め
て
川
の
水
と
い
う
も
の
を
飲
ん
だ
。

仕
事
が
終
わ
っ
て
や
が
て
帰
途
に
就
く
。
軍
歌

を
歌
い
な
が
ら
歩
く
の
だ
が
、
へ
と
へ
と
に
疲

れ
て
声
も
出
な
い
。
す
る
と
塚
原
先
生
か
ら
、

｢

コ
ラ
っ
！
歌
え
っ
！｣

と
一
喝
さ
れ
て
、
ス
コ

ッ
プ
で
頭
を
一
撃
さ
れ
た
。
～(

別
に
恨
み
が

ま
し
い
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。)

～
そ
こ
で
気
を
取
り
直
し
、
や
け
く

そ
で
歌
っ
て
い
る
と
、
道
端
に
埋
め
込
ん
で
あ

る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
防
火
用
水
の
中
へ
ザ

ブ
ン
と
落
ち
込
ん
だ
。
精
錬
所
の
煙
突
の
あ
る

坂
を
下
っ
た
、
ち
ょ
う
ど
九
龍
里
の
入
口
の
所

で
あ
る
。 

 

学
校
前
の
亜
鉛
工
場
に
も
し
ば
し
ば
行
っ

た
。
薄
ら
寒
い
雨
の
降
る
中
で
、
電
線
用
の
硝

子
（
碍
子
）
を
水
で
洗
っ
た
。
こ
れ
は
女
子
も

一
緒
に
や
っ
た
と
思
う
。
工
場
の
小
母
さ
ん
が

出
し
て
く
れ
た
熱
い
番
茶
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。 

 

私
の
父
は
、
あ
る
建
設
会
社
【
株
式
会
社
松

本
組
】
に
勤
務
し
て
お
り
、
当
時
は
興
南
火
薬

工
場
の
Ｎ
Ｚ
製
造
工
場
の
建
設
に
当
た
っ
て

い
た
。
Ｎ
Ｚ
と
い
う
の
は
、
特
殊
高
性
能
爆
薬

で
あ
る
。
建
設
途
中
で
終
戦
と
な
っ
た
た
め
、

Ｎ
Ｚ
は
実
現
し
な
か
っ
た
が
、
戦
後
、
父
は
そ

の
建
設
の
苦
労
話
を
よ
く
し
て
い
た
。 

 

こ
の
火
薬
工
場
へ
何
日
間
か
、
火
薬
の
袋
貼

り
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
予
め
糊
を
塗
っ
た
、

広
げ
た
１
枚
の
大
き
な
紙
の
上
へ
木
型
を
置

き
、
そ
れ
を
包
む
よ
う
に
左
右
を
合
わ
せ
て
貼

り
、
次
に
底
を
折
り
込
ん
で
貼
る
の
で
あ
る
が
、

何
回
も
や
る
う
ち
に
相
当
熟
練
し
て
能
率
が

上
が
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。
当
時
、
日
窒
興
南

工
場
に
勤
務
し
て
お
ら
れ
た
鎌
田
正
二
氏
（
現

チ
ッ
ソ
石
油
化
学
取
締
役
）
の
文
章
に
よ
る
と
、

軍
は
早
く
か
ら
興
南
地
区
か
ら
の
撤
退
を
予

定
し
て
お
り
、
退
却
の
時
、
火
薬
工
場
を
爆
破

す
る
計
画
で
あ
っ
た
と
言
う
。
危
険
な
火
薬
工

場
で
の
作
業
な
ど
戦
時
下
で
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
で
き
得
た
の
だ
ろ
う
。 

 

や
が
て
終
戦
と
な
り
、
工
場
破
壊
も
実
施
さ

れ
ず
終
わ
っ
た
が
、
朝
鮮
戦
争
で
完
全
に
破
壊

さ
れ
た
。
昭
和
26
年
頃
に
見
た
ニ
ュ
ー
ス
映

画
で
、
生
ま
れ
た
時
か
ら
親
し
ん
だ
、
あ
の
精

錬
所
の
大
煙
突
が
、
米
軍
の
手
で
木
葉
微
塵
に

爆
破
さ
れ
た
の
を
知
っ
た
時
、
言
い
よ
う
も
な

く
残
念
で
、
淋
し
い
気
持
ち
に
な
っ
た
。
日
本

人
の
努
力
で
完
成
し
た
大
工
場
で
あ
る
。
こ
れ

は
単
に
私
だ
け
の
感
慨
で
は
あ
る
ま
い
。 

 

引
き
揚
げ
、
帰
国 

 
 

1945
年
８
月
15
日
、
敗
戦
の
詔
勅
に
よ
り
、

北
朝
鮮
に
お
い
て
は
、
日
本
人
に
よ
る
行
政
機

関
は
、
閉
鎖
さ
れ
、
機
能
し
な
く
な
り
、
官
吏

は
逮
捕
か
追
放
さ
れ
、
軍
隊
も
警
察
も
武
装
解

除
で
捕
虜
と
な
っ
て
無
防
備
と
な
り
、
都
市
は

全
く
無
秩
序
の
混
乱
状
態
と
な
っ
た
。
日
本
人

の
財
産
は
、
公
私
を
問
わ
ず
没
収
さ
れ
、
生
活

基
盤
を
１
日
に
し
て
失
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
価

値
観
は
一
変
し
、
日
本
人
と
し
て
の
プ
ラ
イ
ド

は
傷
つ
け
ら
れ
、
物
心
両
面
か
ら
打
ち
拉
が
れ

た
惨
め
な
状
態
と
な
っ
た
。
更
に
旧
満
州
・
北

朝
鮮
・
シ
ベ
リ
ア
な
ど
の
ソ
連
占
領
地
区
か
ら

の
引
き
揚
げ
は
、
な
か
な
か
始
ま
ら
な
か
っ
た

(

北
朝
鮮
で
は
、
日
本
人
の
第
１
回
正
式
引
き

揚
げ
は
、
昭
和
21
年
12
月
18
日
に
始
ま
っ

た
。)

。
そ
こ
で
、
日
本
人
は
、
い
つ
に
な
る

や
ら
分
か
ら
な
い
正
式
の
引
き
揚
げ
を
待
ち

切
れ
ず
、
ソ
連
軍
の
監
視
の
目
を
掻
い
潜
り
、

自
費
で
帰
国
を
図
っ
た
。
こ
れ
が
脱
出
で
あ
る
。 

 
 

私
た
ち
一
家
は
、
昭
和
21
年
４
月
22
日
深

夜
、
密
航
船
に
乗
り
、
38
度
線
を
越
え
、
25
日

に
注
文
津
へ
上
陸
し
た
。
注
文
津
か
ら
は
石
炭

運
搬
船
で
浦
項
を
経
て
、
30
日
夕
刻
、
釜
山

に
到
着
。
５
月
１
日
夕
刻
、
釜
山
出
港
。
翌
朝

８
時
頃
、
博
多
港
に
上
陸
。
４
日
16
時
、
全

員
無
事
に
、
父
の
郷
里
・
南
伊
予
村
上
野(

現

愛
媛
県
伊
予
市
上
野)

に
到
着
し
た
。 

 

※
頼
本
冨
夫
氏
の
著
書 

『忘
れ
得
ぬ 

あ
の
日 

あ
の
時 

～
敗
戦
｜
北
朝
鮮
・興
南
か
ら
の
脱
出
～
』に
は
、
朝
鮮

で
の
生
活
、
敗
戦
と
引
き
揚
げ
、
戦
後
間
も
な
い
頃
の
松

山
で
の
生
活
、
と
激
動
す
る
時
代
の
中
で
の
一
家
の
記
録

が
、
詳
細
に
綴
ら
れ
て
い
る
。
本
校
図
書
室
に
も
同
書
を

恵
贈
頂
い
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

(注)
日
窒
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン 

 

 

野
口
遵
が
、
明
治
時
代
に
日
本
窒
素
肥
料
を
設
立

し
た
こ
と
に
始
ま
る
。｢

野
口
財
閥｣

と
も
呼
ば
れ
る
、
日

本
窒
素
肥
料
を
中
心
と
す
る
財
閥
で
あ
る
。
15
大
財
閥

の
１
つ
。
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
の
敗
北
に
よ
り
、
総
資
産

の
90
％
近
く
を
失
い
、
戦
後
の
財
閥
解
体
に
よ
り
解
散

し
た
。
日
本
窒
素
肥
料
は
チ
ッ
ソ
と
社
名
を
変
更
し
、
そ

の
他
の
関
連
会
社
は
、
旭
化
成
・積
水
化
学
工
業
・積
水

ハ
ウ
ス
・信
越
化
学
工
業
な
ど
と
な
り
、
現
在
で
も
日
本

の
化
学
工
業
の
一
翼
を
担
って
い
る
。 

(

高
21
回 

松
井
泰
寿) 

興
南
龍
城
公
立
国
民
学
校 

前
の
レ
ー
ル
は
新
興
鉄
道

亜
鉛
工
場
引
き
込
み
線
。
右
奥

は
興
南
高
等
女
学
校(

頼
本
雅

雄
氏
撮
影 

昭
和
11
年) 

龍城校講堂内部 

(落成記念絵はがき。右壁面

下部にスチーム暖房用のラ

ジエーターが写っている。) 
昭和20年３月の最後になっ

た。 

 


